
令和５年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

学力向上推進員 委員 校長

「学力向上実行プラン」

　
【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

。
（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

国府小学校
基礎基本を身につけ，自己の課題に気付き，主体的・対話的に学ぶ児童を育
てる　　　　　　　　～かかわりあって　つくる学び～ 葉田　佳奈

校長　宮内初恵　教務　鈴江京子　教諭　１年学年主任：河
井史子　２年学年主任：岡田和子　３年学年主任：竹内直
子　４年学年主任：森ひとみ　５年学年主任：山田芳子　６
年学年主任：新居善江　特別支援学級主任：河江まり子

宮内　初恵

研究授業や研究会の積極的な実施，教師自身の振り返りアンケートを定期的に行い,取り組み状況の把握に努める。

次年度における改善事項
〇漢字の読み書きや計算の反復練習
には真面目に取り組み，一定の定着が
見られる。
●漢字の意味や同音異義語，算数の
計算や立式の意味などの理解が不十
分な児童がいる。

・基礎的・基本的な知識や技能を確実
に身につけている。
・学んだ知識を他の学習場面や生活の
中で活用することができる。

・朝の活動で，漢字・計算の反復学習や学期末
の朝活強化月間を継続し，基礎学力の定着をは
かる。前学年の復習プリントを活用する。
・具体物や資料による教材の可視化，めあての
明示，振り返りの時間の確保等により，よくわか
る授業づくりに努める。
・タブレットを活用し，個人の課題を解決する時間
を確保する。

・朝の活動において，漢字・
計算の反復学習を計画的に
実施し，基礎の徹底を図る。
・タブレットを家庭学習でも積
極的に活用し，個別の課題
解決を図る。

・朝の活動を活用し,基礎的な学習を進
めることができた。
・教員のよく分かる授業づくりの達成率
は９７％であった。
・タブレットの活用により,個に応じた課
題解決を図ることができた。

・学力調査の結果から,活字に慣れ,語
彙力を高めるため,音読や読書活動を
継続して進めていく。
・朝の活動やドリル学習など,基礎基本
の定着を継続して行う。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

・ナビを活用しながらも，見なくても話す，聞く，話
し合うことができるようにし，友達の発言から自分
の考えを深め全体へ共有できるように指導して
いく。
・質問力を高めるため，伝え合う活動を増やすな
ど様々な学習形態を授業に取り入れていく。
・タブレットの使い方や使いどころなどを研修し，
効果的に活用していく。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項
〇調べ学習では，課題に真面目に取り組
み，分からなかったことや見つけたことを自
分なりにまとめる努力をすることができる。
●自分の考えをまとめたり，他者の意見を
取り入れて，新しい考えを創造したりするこ
とに課題があり，伝える手段も未熟なため，
自信を持って，自分の言葉で表現すること
ができない。

・根拠や理由を明らかにしながら，自分
の考えを分かりやすく伝えることができ
る。
・他者の意見を取り入れて自分の考え
を伝えたり，書いたりすることができる。

・各学年に応じた発表ナビや話し合いナビを活用
し,朝の学習時間などで話し合い活動を取り入れ
る。
・アクティブラーニングを積極的に取り入れ，表現
の仕方を工夫させたり，授業中に考える時間を
確保したりする。
・シンキングツールを効果的に取り入れる。
・タブレットを活用した学習を積極的に取り入れ
る。

・話し方聞き方ナビや話し合
いナビを活用し，伝え合う時
間をつくる。
・グループでの話し合いにタ
ブレットを有効的に活用す
る。

・学年に応じたナビを作成し,ナビの活用
方法について研修を行うなどして活用
場面を増やすことができた。
・タブレットを活用することで,表現の幅
が広がっている。

・８５％の教員が,主体的に学ぶための
授業改善に取り組んでいると回答して
いる。
・教員､家庭とも６５％以上が「家庭学習
が身についている」と回答している。
・ICTを活用した授業改善により,自主的
に課題に取り組む様子が見られる。

・教員アンケートから､めあての提示や
振り返りの時間の確保に課題があるた
め，教員間で啓発するなど徹底して行
う。
・児童アンケートで「進んで発表した」と
回答した児童が６０％と低かったので，
進んで発表できる環境作りやグループ
やペアでの学習などに取り組んでいく。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

８月

〇全体的に学習に真面目に取り組もうとす
る意識は高い。自主学習にも熱心に励み，
主体性が高まっている児童が多くいる。
●学習に対する姿勢が受動的であり，自ら
学ぶという主体的な取組には至っていない。
家庭学習においても継続的に根気強く取り
組む態度が身についていない児童も見られ
る。

・各教科の学習に対して主体的に取り
組むことができる。
・授業や家庭学習に積極的に取り組
み，意欲的に活動したり，内容を工夫し
て自主学習を継続したりすることができ
る。
・自己の課題を自覚し，その解決に向け
て根気強く取り組むことができる。

・アクティブラーニングの授業改善を試み，児童
たちの学習意欲を高め，主体性の育成を図る。
・自主学習の手引きをさらに具体化したり，賞賛
したりする機会を多く設けることで，自主学習の
習慣化を図る。
・タブレットを活用して，多様な教材を利用した学
びの深化を図り，課題を自覚させるとともに，課
題解決の時間を確保する。

・学習規律を徹底し，主体的
に学んでいる児童を称賛す
る。
・ＩＣＴを活用して，教材や学
び方の工夫をし，主体的に
学べる環境作りに努める。

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ３月 ４月９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

中
学
校
区
人
権
教
育
研
修
会

令和５年度 学力向上ロードマップ

次
年
度
に
向
け
た
情
報
整
理
・構
想
立
案

次
年
度
の
取
組
に
向
け
た
情
報
整
理
・素
案
の
作

前
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
た
新
体
制
で
の
実
行
プ
ラ
ン

★学力向上実行プラン作

成

・校内で共通理解

・ＰＴＡ総会で周知

学
力
向
上

全国調査

県調査 推進員

研修会

職員会で研修

自校採点・結果検証研修

県調査
結果公表

全国調査

結果公表

調
査
結
果
の
分
析
・取
組
の
検
証授

業
研
究
会

（
道
徳
）

全
市
研
修

授
業
研
究
会

（
道
徳
）

前
年
度
の
成
果

と
課
題
の
確
認

校
内
研
修(

三
部
会
）

朝
活
強
化
週
間研

究
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
取
組

三部会研修

ＡＬの実践

自ら学ぶ態度の

育成

基礎基本の定着

研
究
資
料
の
収
集

授
業
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修

★
プ
ラ
ン
の
見
直
し
①

知育部会での反省

★
プ
ラ
ン
の
見
直
し
②

朝
活
強
化
週
間

校
内
研
修
（三
部
会
）

朝
活
強
化
週
間

推進員

研修会

職員会議で研修

内容報告

校
内
研
修
（三
部
会
）

学
校
評
価
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

実
行
プ
ラ
ン
検
証
結
果
・学
校
評
価
結
果
等
の
公
表

徳
島
県
教
科
統
一
大
会

校
内
研
修

(

年
間
計
画

見
直
し)

授
業
研
究
会

（
算
数
）

授
業
研
究
会

（
道
徳
）

授
業
研
究
会

（
道
徳
）

授
業
研
究
会

（
算
数
）



中
学
校
区
人
権
教
育
研
修
会

授
業
研
究
会

（
道
徳
）

全
市
研
修

授
業
研
究
会

（
道
徳
）

前
年
度
の
成
果

と
課
題
の
確
認

授
業
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修

校
内
研
修

(

年
間
計
画

見
直
し)

授
業
研
究
会

（
算
数
）

授
業
研
究
会

（
道
徳
）

授
業
研
究
会

（
道
徳
）

授
業
研
究
会

（
算
数
）


